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水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
柔
軟
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書 

 

本
県
に
お
け
る
全
耕
地
面
積
に
占
め
る
水
田
の
割
合
は
約
七
割
を
占
め
、
作
付
延
べ
面
積
に
対
す
る
水
稲

の
割
合
は
四
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
九
州
で
最
も
高
く
、
米
の
依
存
度
が
高
い
営
農
形
態
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
、
米
の
需
要
見
通
し
は
年
間
十
万
ト
ン
ず
つ
減
少
し
、
本
県
の
主
食
用
水
稲
の
作
付
実
績
も
毎
年
二
〇
〇

か
ら
三
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
少
し
て
い
る
。 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
県
に
お
い
て
は
、
県
、
市
町
村
及
び
関
係
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
、
収
益
性
の

高
い
園
芸
品
目
等
の
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
国
は
、
定
着
性
や
収
益
性
の
高
い
作
物
転
換
の
実
現
に
向
け
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
、
今
後
五
年
間
に
一
度
も
水
張
り
が
行
わ
れ
な
い
農
地
は
交
付
対
象
水
田

に
し
な
い
な
ど
の
方
針
を
示
し
た
。 

 

こ
の
見
直
し
方
針
に
つ
い
て
は
、
交
付
金
の
交
付
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
農
地
が
出
る
こ
と
に
よ
り
、
農

地
の
維
持
が
困
難
と
な
り
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
つ
な
が
る
等
の
懸
念
が
あ
る
。 

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
今
後
の
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
詳
細
な
取
決
め
に

当
た
り
、
生
産
者
が
意
欲
を
持
っ
て
作
付
け
し
、
将
来
に
わ
た
る
安
定
的
な
営
農
や
農
地
の
維
持
が
展
望
で

き
る
よ
う
、
生
産
現
場
の
課
題
を
十
分
に
検
証
し
た
上
で
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

  
 

令
和
四
年
六
月
二
十
九
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